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【研究目的】 

スピネル V 型 FeV2O4は Fe2+が eg軌道に，V3+は t2g

軌道にそれぞれ軌道自由度をもち，その軌道自由度に

より Jahn-Teller歪を伴った逐次構造相転移を生じる[1]．

Feサイトを，軌道自由度を持たないCo2+で希釈したCo1-

xFexV2O4 では，構造相転移が磁気秩序に伴って起こる

ことが知られている[2]． 

一方 V サイトを，非磁性イオンである Al3+で置換した

FeAl2O4 は，幾何学的フラストレーションによって磁気秩

序を生じず，Jahn-Teller イオンである Fe2+を含むにも関

わらず，構造相転移を起こさない[3]． 

本研究では磁気秩序と Jahn-Teller効果による構造相

転移の関係を調べるために混晶系 FeV2-xAlxO4 の研究

を行った． 

 

【研究目的】 

 FeV2-xAlxO4の単結晶試料は Fe，Fe2O3，Al2O3，V2O3

を化学量論比で混合し，固相反応法で多結晶試料を作

製した後，Floating Zone法により作製した．試料評価と

して XRDを用い，背面ラウエ法により結晶軸を決定して

切り出した．磁化測定では，[100]に平行に磁場をかけ

て行った．歪測定では，(001)面に歪ゲージを張り付

け,[100]方向の歪を，[100]に平行及び垂直に磁場を印

加して測定した． 

 

【実験結果・考察】 

磁化率測定による逆帯磁率と歪の温度依存性を重

ねたグラフを図 1に示す．フェリ磁性転移温度 TNは

逆帯磁率の温度依存性のグラフの傾きが最大になる

点で直線近似し，外挿によって求めた．歪の温度依

存性のグラフでは x = 0.5，1.0 で異常が観測され，そ

の温度を構造相転移温度 TSとした．これらの結果を

もとに作成した相図を図 2 に示す．x ≧0.5 では Co1-

xFexV2O4 と同様に構造相転移が磁気秩序と同時に起こ

ることが分かった．図 3に x = 0.5と x = 1.5の磁場方向

の歪の磁場依存性を示す．これらの結果をもとに，5Tに

おける磁場に平行方向と垂直方向の歪の差を温度に対

してプロットしたグラフを図 4 に示す．Al をドープする

につれて 1桁以上歪が小さくなることがわかる．x ≦ 

1.0 では構造相転移によるドメインが磁場によって整列

することによって歪が生じるが，x =1.5では 0Tで無秩序

な方向を向いていたスピンが磁場をかけることで向きが

揃い，スピンと軌道の相互作用によって軌道の向き

も揃うことで磁場方向に結晶が伸びていると考えら

れる． 

 

  

  
 

図 1. 逆帯磁率(太線)及び歪の温度依存性(細線) 

図 2. 相図 

図 3. x =0.5，1.5の歪の磁場依存性 

図 4.歪の磁場依存性から求めた歪の温度依存性 
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